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概要 

Ｘ線回折（ＸＲＤ）は試料における結晶相同定が容易にできます。このため、物質同定の手法として赤外

吸収（ＩＲ）と並び広く用いられています。 

 

分析事例 

アルミホイル中のアルミニウム結晶の配向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      【図 1】アルミホイルＸＲＤパターン 

 

アルミホイルは圧延で作られているため、アルミホイル中のアルミニウム結晶は配向を持っています。 

図１は、①θ－２θスキャン測定と、表面すれすれにＸ線入射し２θスキャンでの測定を、試料の向きを変

えた（②③）パターンです。この測定によりアルミホイルを３方向から測定したことになります。３方向のＸＲＤ

パターンが全く異なることから、アルミホイル中の結晶が配向性を持つことが実験的にも確認できました。 
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